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司
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升
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追
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し
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司
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史
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.
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光
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司
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狀
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.
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近
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篇
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か
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お
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；
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史
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蜜
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仁
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搏
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司
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岑
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ヶ
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猶
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光
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と
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鎌
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な
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。
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召
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康
信
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ら
る
所
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地
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司
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さ
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こ
、
で
は
.江
頭
恆
淤
氏
の
見
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(

同

氏
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莴
野
山
領
耶
闽
の
硏
究」
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九
四
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に
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い
、
下
司
職
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任
命
擗
は
鎌
愈
に
な
か
っ
た
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と
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办
に
後
說
を
と
っ
た
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領
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た
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と
力
ら
み
て
も
一
そ
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:
:
、
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'一
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, 在家總数 免 . • 宛 亦 家 ! 本 布 家..... 脇 在 家

: ，.す ::..:.:..V..女 .：' ，: …./ , m 24
. ；

12 12 : 7 5
'..牛 ' : :’: 張 34 20 14 7、 7
• 苦 ノ ，.m 54 26 29 10 19

m  •能 11 9 ...... 2 一 .:...' ：--.■■ ■
• .. - - 

ill 123. .. : 66 67 24

■ i ；.

第 2 表

' ' ....' へ.:. 券 m 多 . 宇 n % 上 取_ %

5 I T 以 上 11 ... 4 1
■ ■■ ' '

8 Plj'—5 卿 3 11 1 4 2 6
1 身 一 3 wr 14 、 50 5 18 14 27
5 反一1 wr 6' 21 14 52 18 33
5 反 以 下 2 7 6 22 18 ' ：83 •

.• ..•• • * ノ

• ■ ■ 28 .27 ；；-53
總 而 顧 63 m  7 反 180 步

.、人 ' : . ' ' : , ' , . •
3 2 町 も 反 320步 6 9 町 8 反 130番■ .

最 大 名
i '

12 ，町o r 吉 ;名）

邛 时 5 反 C 秋 光 名 ）

1 3 町 6 反

( 福 富 名 )
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の
根
據
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と̂

え
ら
れ
る
が
、
.

確
證
は
な
い
。
後
年
、
寺
町
地
頭
は「

總
領
地
頭」

と
呼
ば
れ
て
.

お
り
、
夺
町 

は
本
鄕
去
f

fc

庄
發
_

練

盤

_

:

:

卓
ふ
か
ら
開̂

奪

要

：地

紙
^

つ

た

亦

ら

タ
^
^
^

:

へ

ぢ

考

次

ち

れ

名
0

:い
省
れ
：に
电
.よ
大

要

^
定
往
む
^̂
^

一-惣
響
■
的
：為
關
顧
览
彼
等
を
紙
顧
.
_タ
：ぎ

：在
^
の
*
@3
'
着
確
立

;1
.
'七
：い
^

;
波
鑛
卞
知
狀
1_
.
ーの：中
'に
横
坂
鄕
地
頭
餘
：.
1
1
|
有
綱
代
實
か
が
.

「

下
地
幷
爬
務
に
龄
^
^

:
.

つ
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:

y

以
Jt

の

如

き

大

田

：方

桑

原

龙

の

：南

地

方

：
に
：
お

ft

る

地

頭

支

街
^

くを
.次

の

三

識

ド

分

り

；
て
：見

；て
ゆ
く
こ
一

.と

に

し

：た

：い
で
'
考

-

.;

.;

.
建
久
か
ち
嘉
禎
に
至
名
第
4
:
_は
、
.:̂
璃
三
善
氏
が
外
部
•ょ
セ
人
^
で
始
办
.

て
■ゆ
く
過
程
と 

し
て
、
多
く
の
苦
雁
を
味
つ
た
時
代
で
あ
マ
た
,0
初
代
地
頭
善
信
讨
建
保
五
鐵
バ
.

「

一
ヨ
$
.
'
、
；先
例
に
#

^

「

雜
事
十
箇
條J 

.
:を
規
定
じ
、；高

.»
に
對
し
て
恭
順
の
意
^
表
し
：た
の
：：で
^

..
^

以

下

莊

官

職

办
&

止
權
を
否
定
し
、
. M

頭

代

官

の
, A

員
數
£
,制
限
^

加
え
.ん
と
す
名
等
"
：あ
ら
ゆ
る
方
面
が
ら
地
酿
職
を
否
認
せ
ん
と 

.す

る

行

動

に

出

；
で

^

高
野
の
领
地
機
關
％
名
爾
所
ま
た
極
カ
地
.頭
抑
藝
に
出
で.
た
：こ
^
比
當
應
の
勢
.で
あ
ネ
た
。.天
.福
ゴ 

■

月
め
地
萌
三
善
法
進
狀
は
、

(

爾
所
代
が
地
頭
別
作
門
畠
を
侵
略
し.、
: &
0
:所
當
未
進
と
稱
し
て
地
酿
名
的
の
，百
姓
の
馬
/
.
布
等
を
質
取 

'
し
た
こ
と
ー
を
訴
え
て
い
る0

地
；頭
門
|5
1
.門
畠
は
本
來
地
頭
の
斯
有
權
.の
最
^ :

强
固
な
と
こ
ろ
セ
あ
冬
が
、，
そ
れ
が
最
先
忙
^

所
が
に
侵
略 

'ヾ：

さ

れ

：名

と

と

：
ろ

に

こ

へ

の

職

期

に

知

け

る

地

頭

領

の

弱

さ

：が

現

れ

：
.て

^
.冬
0
:ま
.た
地
頭
名
内
'の
：首
姓
：に
預
所
伐
の
霧
が
及
ぶ
と
ぃ
ぅ
こと

.
は
地
頭
名
が
な
お
所
領
と
し
て
確
立
さ
.れ
，
て

：い.^》

.と

.と
を
意
味
す
る
.も
办
で
あ
ろ
ぅ
。
•こ
の
と
と
は
地
頭
か
ら
れ
ば
、
.彼
等
の
領 

:

1主
制
.が
^

名̂
法
だ
確
肩
に
杷
握
4
て
仏
#
か
っ
た
.矣
也
を
示
ず
も
;©

っ
いH

、
；

名
主
行
':
*

_
海
：地
领
叉
代
官
ゼ

ガ

へ

こ

の

，時
:^
束
#

疋
お
名
车
の
間
に
地
.頭

:-
5
:忽
緖
に
す
.

る
傾
间
が
.

あ
ら
^
の
で
^-
み̂

。

_^
か
^
と
の
ょ
ぅ
な
在
趣
有
力
名
主
.層
に

 ̂

;v
.

t

て
1

_

诔
地
憶
ヵ
糖
柔
£

努
：々
水
.

0

^

え
ば
先
に
鎌
倉
養
.

の
忌
避
に
觸
れ
て
追
放
さ
れ
た
*

酸

光

歡

人

を

、
へ
大 

4

し
て
c

l
6/
F

I- t

て
い
名
。
卽

ち

は

次

田

方
■

山
中
卿
の
公
文
職
に
、
兼
障
の
子
.

？
^

®

平̂
 

い
る
の 

で

窘

。

ー
體
公
文
職
以
1

爾

邏
_

盤

窗

の

識

翁
.

た
か
；に
.

：っ

每
^

と
i
せ
鎌
倉
殿
へ
公
文
所
篇
下
词
支
配
：屢
久
候
と
せ
、
»
山
本
1)
'
麗

當

候

：

」

；
と

あ

：冬

と

之

 ̂

こ
，
の 

權
利
を
認
め
て
.い
な
か
っ
た
こ
去
は
確
實
で
奴
る
。
：;とと：ろが

(

一
兀
久
ー
一

;-
*
o
s
;
六
月
、
鎌
倉
幕
府
：は
橄
«:
;
に
庚
內
.：の
皮
官
職
を

;沙
汰
す
べ
道
§

卞
_
狀
；支

邶

し

哀

痛

讓

顧

_

_
れ
以
後
：含

；下
知
徽
舍

:考
ぇ
ふ
机
.今

4

ぐ
て
；地
■

!

氐
は、：F

等
財
翁
腾
光
家
等
の
：昏
勢
汸
を
自
ら
：

.

'.-*JQ 
ろ
-ラ
.
o
-
■
.
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■.泰
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»
_ち
奮
赙
ょ
讀
茈
茂
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連
名
間
坤
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ぺ
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;
孓
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r

取

證

禮

纖
:'
i

.-:v
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始
1;

卿

: 1
:

蒙

.

。
：：地
1

.

所
務
の
猶
揭
1:
.

裏

高

野
^

^

進
が
普
し
く
增
大
す
る
こ
と
は
、
か
X
る
大
勢
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
と
い
っ
て
ょ
い
。

,

.

■

’

麓
年
へ

(
1
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選

げ
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瓴
中
：.制
發
娲
過
程
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考
察 
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(

1

吗

)

本
鄕
寺
町
兩.鄕
合
せ
て
二
八
石一

呌
七
合
、
上
原
三
村
合
せ
て
四
〇
石
五
斗
兰
介
と
な
っ
.
て
.お
り
、
こ
の
う
ち
本
鄕
，
.寺
町
雨
鄕
は
そ:o 

官
物
田
の
規
觉
所
臂
額
と
考
ぇ
合
せ

」

る
と
約
三
〇̂

の
未
進
舉
を
示
し
ズ
い
吝
％
九
お
こ
の
他
に
も

r

赤
屋
桑
原
南
鄕
はM

#

の
未
進 

ー
有̂

^

雖
飞
公
文
結
观
灸
出
黑
ず
ご
本
鄕
土
原
兩
鄭
&

蓮

を

以
^

御
^

察
有
备
两
べ
養̂

^-
あ
名
^

を
^

か
^

進
が
備
增
し
っX
あ
る
と
と
を
推
測
し
う
る

c

な
お
こ
X

に
他
意
す
ベ
き
は
地
頭
名
の
結
解
を
公
文
が
提
出
し
て
い
こ
ど

.で
：あ
り
、
'
ま
气 

そ
- ©

中
に
は「

結
解
を
出
さ」
ざ
る
公
文
も
あ
っ
た.點
で
あ
る
。
公
文
職
の
進
此
權
の
歸
屬
が
問
題
と
な
っ
た
こ
.
と
は
旣
に
述
べ
：た
が
、 

お
そ
ら
く
こ
の
時■代
の
.
公
文
に
は
領
家
側
か
ら
任
命
さ
れ
た
も
の
と
、
地
頭
が
郞
從
を
以
て
補
し
た
も
の
と
が
相
半
ば
し

.て

.

.い

た

の

で

.化
 

な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
側
家
侧
に
.
っ
く
公
文
は
結
解
を
出
し
、
地
頭
例
の
公
文
は
地
頭
と
結
託
し
て
結
解
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
：ど
：
 

か
.あ
っ
.
た
の
■で
_
は
な
.か
ろ
う
か
。.
.、公
文
以
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.
.莊
官
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'高
野
1
の
靜
訟
が
必
ず
し
も
そ
.の
ま

'\
.眞
相
を
，語
^
も
の
.で
.な
.い
ど
と
は
固
よ
办
で
あ
る
が
、
：な
.お
.且
つ
眞
實
のj

固

を

語

^

も

の

で

は
:.
!

-
う
?
こ

の

陳
狀
を
通
じ
て
I吾
一Q

廓
.に
描
き
^
さ
爪
た
地
頭
領
主
の
姿
は
ど
の
：よ
う
-^
^
の
％

あ
ろ
う
か
。
彼
は
旣
に
門
田
pi
畠

び

里

は

地

：頭

給

田

雜

免

•

の
如
き
.
1

の
财
早
く
灌
化
し
^

更
に
地
頭
名
以
外
办
一
般
百
姓
名
に
手
を
の
ば
し
1

)

、
不
作
田
を
開
い
て

自
己
の
領
地
を
擴
大
し
2

〕

、
そ
れ
ら
の
領
地
に
わ
.た
つ
て
斗
代
を
引
上
げ(

3

)

、
加
徵
を
墦
加
し)

?

M

又
は
；反
別
錢
を
徵
集
す
る
，

(

12)

、
な
ど
し
て
農
民
の
搾
取
を
强
化
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
押
領
し
た
土
地
を
家
人
の
恩
給
£

出
す
：と
ハ
う
够
泛
勢
カ
を
珍
成
し
て

:

■

 

- 

■ 

v

 

■ 

ニ
'

'

 

. 

.し

'
"
- 
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、
'そ
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富
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分
の
渥
を
作
岑
と
訴
え
名
れ
名
ほ
ど
に
宠
實
し
て
き
て
い
冬
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.°

.も
早
.や
高
野
山
に
對
し
て
節
噼
以
下
.の
義 

'狹
1 :
忠
實
に
衆
し
た
昔
^Q

面

影

は

さ

ら

、
に

な

N
>

(

10)

、
半
ば
公
然
と
年
貢
の
抑
留
を
敢
え
て
す
^
ま
で
に
至
；つ
.て

い

義

こ

の

よ
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:5
尤
猶
長
し
.て
身
た
地
頭
領
注
に
對
し
て
、
高̂
野
出
は
.も
早
や
地
賴
職
の
.停
廢
を
.問
題
と
す
^'
こ
.
.

Ai

は
.出
來
ザ
、
.わ
'づ
.：か
にr

先
例
に
背 

き」

^/
務
の
.權
阪
を
越
え
て「

非
法
を
行
う」

の
故
を
以
て
-1
濫
訴」

す
る
に
と
な
ま
つ
て
.い
^
の
で
あ
名
0
:
- 

.

こ
の
よ
う
に
地
頭
•
领
家
.の
勢
力
が
ほ
V
均
衡
し
始
め
た
頭
、
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永
七
年
0
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七
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田
寒
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と
_
所
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闍
梨
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.
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ナ
.5 

襟
の
間
に
最
初
の
和
與
が
行
わ
れ
允
。.
和
與
が
行
わ
れ
る
と
い
ラ
こ
と
は
、
そ
の
.こ

.、と

屋

領

家

側

が

選
.

に

一

星

，

s

た
こ
と
を
業
味 

し
、
地
頭
勢
力Q

-

充
實
I

U

霍

.

る
。
桑
原
名
は
こ
.

れ
以
當
囘
に
わ
た
り
和
與
が
行
わ
れ
て
い
衾
'
 

音
す
べ
き
は
そ 

G

第

二

间

同

、

郎
ち
正
安
三
年
ハ
ニ
ー
ー
〇
一

)

六
月
に
成
立
し
た
そ
れ
で
あ̂

L

和
與
狀
の
內
容
は
九
ヶ
條̂

及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中 

で
最
も
賺
な
點
は
、
桑
原
方
の
下
地
が
領
家
進
止
と
地
麗
Jh

の
ニ
つ
'

に
分
れ
た
こ
と
で
I

。
卽
ち
’「

ニ

、
勸

農

事

」

黑

下
; ̂

へ.「

鳴
_

風
_

家

進_

_

內
ー
の
地
は
地
頭
ー
_

有
ネ
可
か
：
&

^

り
、

に
、
は
つ
f

と
下
地
進
止
權
の
問
題
が
表
面
に
出
.て
き
た
の
で
I

。
一
兀
來
當
庄
の
下f

進
止
權
が
'地
頭
と
領
家
と
の
い
づ 

L
に
あ
つ
た
か
は
頗
る
難
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
文
永
十
一
年(

ニ
ー
七
S

七-SC：

の
大
田
方
地
頭
等
陳
狀
や
"、
嘉
曆
ニ
年(

ニ
ー3
七>, 

六
月
廿
七
日「

六
波
羅
下
知
i
-B
Q
文
言
が
ら
考
t

と
、
年
貢
は
領
家
直
納
で
营.
か
わ
り
に
、

下
議
止
權
は
地
頭
に
I

も
の. 

、如

く

で

あ

衾

、
然
k

装

け

Q
S
U

ょ
り
地
S

頭
^
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b下
地

蜜

f

有
し
て
い
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含
纏
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地
頭
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下
議
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權
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营
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地
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.
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: •
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節
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踏
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。
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倐
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狀
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